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学校名　三原市立第一中学校

改善方策

 10月   2月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

授業改善の推進

①「まとめや振り返
りでは、R80を使っ
て、相手に伝わり
やすい振り返りを
行っている」と回答
する生徒の割合
【R６-89.7%】

90% 87% 90% 100% A

各授業での積み重ねが、R80
を使った振り返りに対する生
徒の意識の向上につながっ
ている。一方、教師自身が書
かせたいR80をより明確にし
たり、相手意識をもって表現
させることに課題があると考
えられる。

R80の取り組みについて校内で
シェアするなどの研修を通し
て、授業改善及び生徒の振り
返りの質の向上を図る。また、
授業時間内でのR80のシェアを
確実に行い、相手意識をもった
記述の充実を図る。

○

基礎学力の向上

②実力テスト等で
全国平均を上回る
生徒の割合。
【R６-62%】

70% 57% 58% 83% B

達成値はあまり変化ないが、
平均点から10p以上下回る生
徒の割合は29.1%から17.7%と
改善が見られた。一方、10p
以上下回る生徒の割合につ
いては、学年間での差が大き
い。

学力定着に向けて、家庭学習
とのつながりをもたせるととも
に、課題を確実にやりきるよう
指導する。補充学習の体制の
充実を図り、基礎学力の定着
を図る。

○

発達支持的生徒
指導の推進

自己肯定感・自己
有用感に関する質
問において肯定的
評価の割合
【Ｒ６-86%】

90% 78% 77% 86% Ｂ

生徒会が中心になり、自主
的・主体的な活動が定着。行
事や道徳・学活・総合での体
験的な活動等において、生徒
同士での肯定的な相互評価
を文字で視覚的に伝えたり、
口頭で伝える場を設定する
等の要因があげられる。

ここ７～８年の数値は高い位置
（以前は６割程度）で維持でき
ている。iチェックのデータともリ
ンクさせ、SCとの連携を行い、
生徒の個別面談等の場面を増
やす。個別の丁寧な対応や指
導を行う。

○

・生徒数が少ないゆえの異年齢、
縦割活動は不可欠だと思う。生徒
会中心の活動が定着しているのも
生徒の主体的な協力の賜物であ
ると思われます。
・主体性、積極性を引き出すことが
できる活動の設定を通して引き続
き自己有用感・肯定感を高めてく
ださい。

社会人としての自
覚の醸成

「主体的にボラン
ティア活動に取り
組んでいる」と回
答する生徒の割
合
【R６-69%】

80% 57% 63% 79% Ｃ

今年度も献血ボランティアを
実施した。校内では旗揚げ・
フラワーボランティア活動を
実施した。また、小中合同で
の地域清掃が実施できたこと
も良かった。

生徒会を中心に活動が定着し
ている。様々な角度から肯定
的評価を返し、活動を活性化さ
せたい。献血セミナーの実施や
活動の様子を校内で写真や体
験の感想を掲示、スライド
ショーでの報告等を行い、魅力
を伝える情報発信を充実させ
ていきたい。

○

・数値目標が達成できずC評価と
なっているが、数字上のことであ
り、取組自体が誤った方向性では
なかったことを考慮すべきであろ
う。子供たちが積極的にボランティ
ア活動に参加する意識を育て、成
果が可視化できるように期待した
い。

健
や
か
な
体

自らの健康を
自ら管理でき
る生徒の育成

体力・運動能力の
向上、食育の推
進、健康的な生活
習慣の確立

①平日睡眠７時
間以上の生徒の
割合
【R６－83%】

90% 85% 87% 97% B

生徒自身に早く寝たいという
気持ちがあっても、課題や習
い事に追われ、就寝の目標
時間に眠れていない生徒が
多いようである。三原市「金
のルール」チャレンジウイー
クでは、保護者の声かけもあ
りいつもより早く寝ることがで
きたと答える生徒が多かっ
た。

三原市「金のルール」チャレン
ジウイークで睡眠時間が短い
生徒が保健室で体調不良を訴
えることが多く、メディアの利用
時間も長い。保健室来室時に
積極的に個別の保健指導を行
い、生徒自身が自らの課題を
考えられるように取り組みを進
めていきたい。

○

・メディアの長時間利用については
小学校でも課題で、子供と保護者
の両者に啓発する必要性をあらた
めて感じた。
・保護者が過程できちんと自分の
子供の様子を見ていれば解決でき
ることなのでは、と思う。
・弁当の日の取組はとても興味が
あります。いろんなことを考えなが
ら一人一人の思いが詰まった作品
にはわくわくします。

信
頼
さ
れ
る
学
校

教職員の職
務遂行意欲
の向上

時間外勤務時間
の縮減

①生徒の完全下
校後、2時間10分
以内に退校する
教職員の割合
【R６-75%】

90% 73% 74% 82% B

4月～1月の月平均３．７人が
時間外勤務45時間を超えて
いる。依然として固定化傾向
がみられる。全体としては、
時間外勤務平均はR6年度36
時間8分に対して、R7年度は
32時間59分であり、昨年度と
の比較としては、減っている。

勤務時間を意識した働き方に
ついて、教職員の意識は年々
高まっている。しかし、行事等
の取組期間は、担当者はどうし
ても時間を超えてしまう。今後、
時間外勤務の時間や指針が新
たになるため、さらなる意識改
革に努める。

○

・昨年の数値よりは減少したようで
あるが、数値目標は達成できな
かった。その原因は把握されてい
るようであるし、教職員の超過勤
務に関しては、今後、新たな指針
になるようなので経過を見たい。
・少しずつ改善が見られるのは良
い傾向だと思います。限られた時
間の中でよりよいパフォーマンス
が発揮できる環境づくりに向け、努
力されていることが伝わります。

〇奉仕活動・社会貢献活動の
推進
・献血ボランティア活動・地域
や校内ボランティア活動の充
実
・校区内小学校との清掃活動

○新体力テスト結果の分析に
基づく体力向上の取組
○「弁当の日」の取組
○基本的生活習慣の確立

○働き方改革の推進
・部活動休養日、定時退校日
の徹底
○業務の効率化
〇各種行事の見直し

学校関係者評価自己評価評価計画

ｄ　短期経営目標

・家庭学習を確実にやりきることを
小学校とも連携し、学力の定着を
目指してください。
・R８０の取り組みは、小学校から
の積み重ねで年々、的を射た理解
が浸透してきていると感じる。
・全体的に学ぶ姿勢は向上してい
ると感じました。
・数値目標は達成できなかった
が、ボトムアップは確実にできてい
ると感じる。学年間で差異はあるも
のの実力テストで概ね全国平均を
上回っており、原因も把握されてい
るようなので今後の取組に期待し
たい。

主体的に学ぶ
生徒の育成

確
か
な
学
力

○R80を基盤とした授業構想
○主体的な学びの推進
〇ICT及び思考ツールの活用
〇アウトプット型授業の推進
○年間一人一回以上の研究
授業及び相互参観

○「授業構想シート」を活用した
授業づくり
○学力調査の結果を活用した授
業改善

豊
か
な
心

自他を認め合
い、共に高ま
る生徒の育成

〇異年齢集団活動、生徒の自
主的活動の充実
・全校縦割による清掃活動や
各種行事等の充実
・学校行事、生徒会活動の充
実

令和７年度　　学校評価表

ｆ　評価項目・指
標

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　 社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）  信頼される学校　（保護者「通わせて良かった」、生徒「ここで学んで良かった」、地域「母校として誇
れる学校」）

校番（　1　）

l   評 価
n

改善方策
m

コメント

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
将来をたくましく切り拓いていく力を身につけた生
徒の育成

ｇ
目標値

c　中期経営目標 ｅ　目標達成のための方策

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。
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